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90 小　野 浩

辱三肱rat………”を「………のサドル職に関して」と解するのがより自然であることを考

え併せるなら，eの文書は西暦1380年当時，官職としてのサドルが既に存在したeとを

雄弁に物語る鯛証といえるのである。加えて聖職者たちに対して古waa4　a‘laより晒せ

られる指令，布告書，割興証書（arn§ila，　abk：m，　baraw謝に彼の書き判（ni甑R）がな

い場金は無効となる点もこの文書から知りうる。

　さてHerrma澱氏は結論部で，　TTmttrの築いた帝国はのちに大国となっていったのに

対しKart（Kurt＞朝の方は～地方政権に過ぎなかったこと，あるいはまた当時のHerat

にはSamarqandと密接なコンタクトをとってTfmifrと強く結びついていた有力な集団

がいたことなどから，官職としてのサドルはT瓢UrのもとからKart朝へと移入された

ものと考えているようである〔Herrmann：294］。そしてサドル職は1380年には既に成

立していたのであり，おそらくは丁猟Ur治下のもとでさらにその成立蒔期は趨りうる

可能性があろうと結んでいる〔Herrmann：294〕。1380矩の時点でサドル職が既に成立

していたであろうことはまず確実である。だが文書がKar毛朝下のものであることが事

実なら，サドル職がTimarのもとに成立したと断諭するにはやはりTTm＃r自身に関わ

る薪たな例証が要求されよう。

　今後の課題は14世紀以降のサドルと，○．Pritsakが既に研究している12～13世紀の

Bubar：に存在しtl　sadrないしsadr－i　gahanと呼ばれた人々91との関連の有無を追求し

てゆくことだろう。

　最後になるが，サドル職の最初期に属する例証を浩漸な文献勲ノゼ繭（）lyafitの中よ

り発見し紹介したKerrmann氏の功績をここであらためて称えたい。

9）　O．　Pritsak，　“Al－i　B　urhan”，　Der　lslam，　30　〈1952），　S，　8i－96　（O，　Pritsak，　Studies　in　Medieval

　Ez〃’asian　ffistor：y，　London　1981に再録〉．
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　第25轡において印刷上の誤りがありました。次の通り訂正するとともに、会員
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